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午前 ９時００分 開会 

 

開 会 の 宣 告 

○議長（竹島貴行君） ただいまの出席議員数は８人です。定足数に達しておりますので、

平成２５年３月舟橋村議会定例会を開会します。 

これから、本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりです。 

 

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 

○議長（竹島貴行君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、 

８番  前 原 英 石 君 

１番  森   弘 秋 君 

を指名します。 

 

会 期 の 決 定 

○議長（竹島貴行君） 日程第２ 会期の決定について議題とします。 

  お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月８日までの４日間とし、審議終了までとしたいと思

いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島貴行君） ご異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から３月８日審議終了までとすることに決定しました。 

 

議案第 ２号 か ら議 案 第 ２ ９号 ま で 

○議長（竹島貴行君） 日程第３ 議案第２号 平成２５年度舟橋村一般会計予算、日程

第４ 議案第３号 平成２５年度舟橋村土地取得事業特別会計予算、日程第５ 議案第

４号 平成２５年度舟橋村国民健康保険事業特別会計予算、日程第６ 議案第５号 平

成２５年度舟橋村宅地造成事業特別会計予算、日程第７ 議案第６号 平成２５年度舟

橋村簡易水道事業特別会計予算、日程第８ 議案第７号 平成２５年度舟橋村後期高齢
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者医療事業特別会計予算、日程第９ 議案第８号 平成２４年度舟橋村一般会計補正予

算（第７号）、日程第１０ 議案第９号 平成２４年度舟橋村国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）、日程第１１ 議案第１０号 平成２４年度舟橋村簡易水道事業

特別会計補正予算（第４号）、日程第１２ 議案第１１号 平成２４年度舟橋村後期高

齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）、日程第１３ 議案第１２号 舟橋村こども

医療費助成に関する条例制定の件、日程第１４ 議案第１３号 舟橋村簡易水道事業の

布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例制定の件、日程第１５ 議案

第１４号 舟橋村道路法に基づく案内標識等の寸法を定める条例制定の件、日程第１６

議案第１５号 舟橋村道路法に基づく村道の構造の技術的基準等を定める条例制定の

件、日程第１７ 議案第１６号 舟橋村高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律に基づく移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例

制定の件、日程第１８ 議案第１７号 舟橋村都市公園法に基づく都市公園及び公園施

設の設置基準を定める条例制定の件、日程第１９ 議案第１８号 舟橋村高齢者、障害

者等の移動等の円滑化の促進に関する法律に基づく移動等円滑化のために必要な特定

公園施設の設置に関する基準を定める条例制定の件、日程第２０ 議案第１９号 舟橋

村新型インフルエンザ等対策本部条例制定の件、日程第２１ 議案第２０号 富山県東

部消防組合の設立に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件、日程第２２ 議案第２

１号 舟橋村特別土地保有税審議会条例廃止の件、日程第２３ 議案第２２号 舟橋村

各種委員会委員等の報酬及び費用弁償に関する条例一部改正の件、日程第２４ 議案第

２３号 舟橋村の職員の給与に関する条例一部改正の件、日程第２５ 議案第２４号 

舟橋会館条例一部改正の件、日程第２６ 議案第２５号 舟橋村障害程度区分審査会の

委員の定数等を定める条例一部改正の件、日程第２７ 議案第２６号 村道の路線認定

の件、日程第２８ 議案第２７号 舟橋村監査委員会委員選任の件、日程第２９ 議案

第２８号 富山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び規約の

変更の件、日程第３０ 議案第２９号 富山県町村公平委員会を組織する地方公共団体

の数の増加及び規約の変更の件、以上２８件を一括議題としたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（竹島貴行君） ご異議なしと認めます。 

したがって、議案第２号から議案第２９号までの２８件を一括議題とし、提案理由の



 －６－

説明を求めたいと思います。 

 

（提案理由の説明） 

○議長（竹島貴行君） 村長 金森勝雄君。 

○村長（金森勝雄君） おはようございます。 

本日ここに平成２５年３月定例村議会を招集いたしましたところ、議員の皆様には公

私ともにご多忙の中、ご出席を賜り、深く感謝申し上げます。 

本日の定例議会に提出いたしました案件の説明に先立ち、３期目の村政運営につきま

して、所信の一端を申し上げます。 

初めに、これからの行財政運営についてであります。 

昨年１２月に自民党・安倍政権が誕生し、まずは日本経済の再生を目的に「大胆な金

融政策」「機動的な財政政策」「成長戦略」を３本の柱に経済対策事業「アベノミクス」

に着手しており、全国民がその成果を期待しております。 

しかし、経済再生に加えＴＰＰ問題や少子高齢化などに伴う社会保障制度改革を初め

とする諸課題が山積しており、今後も地方行政を取り巻く環境は厳しくなることが懸念

されます。このような中で重要なことは、常に先を見越した事業の取捨選択であり、住

民と行政による協働体制の確立であると思います。 

日本一住みよい村を目指し、今後も全身全霊を傾注して取り組んでまいる所存であり

ます。 

次に、３期目の重点目標についてでありますが、まずは日本一健康な村づくりを遂行

することであります。 

「健康」の定義にはいろいろな要素が含まれており、一概には言えませんが、私が思

い描く健康な村とは、住民が舟橋村に住んでよかったと肌で感じ取れることであり、健

康であることは、「自分らしく」生きていく・活動していくための要因であると考えて

おります。 

この施策の一環といたしまして、新年度より「地域活動団体登録制度」を実施いたし

ます。この制度は、各種団体間の情報の共有と団体間の事業連携により実施事業内容の

充実並びに参加対象者の拡大を目的に、舟橋会館内の談話室を「団体交流サロン」とし、

登録団体に開放するものであります。 

今後は、舟橋会館を地域活動の拠点としまして、住民の世代間交流の場として整備を
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進めてまいりたいと考えております。また、このような場を提供することで、人と人と

のつながりやネットワークから生まれくる「ソーシャルキャピタル」の原点ともなる、

いわゆる信頼感や連帯感が創造されるものと期待しております。 

さらに、住んでよかったと思える環境とは、住民自身が地域内に居場所を見つけるこ

とであり、そのためには地域のソーシャルキャピタルを住民と行政による協働によりつ

くり上げていくことが大変重要なことであると思います。 

また、私たちが何を行うにも体が資本であり、身体的健康も健康には欠かせない要素

でありますので、住民の身体的健康の向上を図るため、中長期を展望した施策の取り組

みや、住民誰もが健康拠点にアクセスできる仕組みの構築を目指します。当分の間は、

若い世代を対象にした予防支援事業と正しい健康知識の習得講座の開設を先行して実

施することにしております。 

健康づくりは、住民自身の意思と行動が全てであり、行政はそれをサポートすること

しかできません。住民の皆様には、健康構想の趣旨を理解いただき、ぜひ地域に一歩踏

み出す行動を始めていただきたいと思っております。 

次に、本村の人口問題についてであります。 

ご承知のとおり、平成元年より着手した人口増施策が実を結び、現在、本村の人口は

３，０００人を超えておりますが、近年の人口は横ばい状態となっております。この状

態が続けば、急速に少子高齢化が進むことが懸念されるところであり、本村の存続にか

かわる対策を講じていかなければならないと考えております。 

このため、新年度には富山大学との連携事業のもとで若手職員によるプロジェクトチ

ームを立ち上げまして、人口推移の予測や課題の把握を行い、現実に即した対策を検討

してまいりたいと考えております。 

具体的には、本村の人口構成では２０代の割合が７．４％と最も低いことから、この

世代に的を絞ったニーズ調査等を実施いたしまして、ＩターンやＵターンがしたくなる

ような施策づくりに職員一丸となって取り組んでまいります。 

それでは、本日提案しております案件について、ご説明を申し上げます。 

議案第２号から議案第７号までの６議案につきましては、平成２５年度舟橋村一般会

計予算並びに各特別会計予算であります。 

それでは、平成２５年度予算編成に当たっての基本的な考え方について申し上げます。 

予算編成に当たっては、第４次総合計画に掲げる舟橋村の将来像「命かがやく 笑顔
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あふれる しあわせいっぱい ふなはし」の実現に向け、当該計画の基本目標に即した

重点施策の分野を優先するとともに、事務事業の取捨選択を行い、本村のメーンテーマ

である「協働型まちづくり」関連事業や昨年度から取り組む「日本一健康な村づくりプ

ロジェクト」「安全・安心なまちづくり」関連事業を中心とした、将来への投資や暮ら

しに身近な事業へ財源の重点的配分を行い、住民が一丸となって幸せいっぱいにあふれ

る村の創造を目指した予算づくりに努めました。 

また、日本経済は、今般、国の大型補正予算による緊急経済対策や新興国を中心とし

た海外需要の増加などを背景に回復基調に向かうことが期待されるものの、海外経済を

めぐる不確実性は依然として高く、景気を下押しするリスクも存在していることから、

その動向には留意が必要とされており、今後も不安定な状況が継続するものと予想され

ます。 

このような中、本村では税収も伸び悩み、財源を地方交付税に依存する財政運営も硬

直化していることから、財政構造の改善を図りつつ、住民のニーズに即した行政サービ

スを遂行するため、予算にめり張りをつけることで、最小の経費で最大の効果が生まれ

ることに配慮いたしております。 

それでは、新年度予算案の概要について申し上げます。 

平成２５年度の会計別予算規模は、一般会計１３億９，９４５万９，０００円（前年

度比７．８％減）、土地取得事業特別会計３２万４，０００円（前年同額）、国民健康保

険事業特別会計２億３６７万６，０００円（前年度比１３．７％増）、宅地造成事業特

別会計２０万４，０００円（前年同額）、簡易水道事業特別会計５，５１２万円（前年

度比４３．７％減）、後期高齢者医療事業特別会計４，４４２万円９，０００円（１．

７％増）、全会計総額１７億３２１万２，０００円（前年度比７．４％減）を計上して

おります。 

まず、一般会計について申し上げます。 

歳入では、村税は、経済の低迷による影響が予測されるものの、地方税法の改正によ

り増額が見込まれ、個人村民税では、前年度比１，０２８万５，０００円、率にして６．

４％増の１億７，０１３万８，０００円を見込み、法人村民税では、村内企業の業績低

迷等から、前年度比１，８４０万円、率にして５１．１％減の１，７６０万円を見込み

ました。固定資産税では、償却資産の減価償却等により、前年度比１，１８４万６，０

００円、率にして７．０％減の１億５，８３７万７，０００円を見込んでおります。 
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このことから、総額では３億７，０３１万５，０００円となり、前年度比２，０８８

万８，０００円、率にして５．３％減となっております。 

地方交付税では、村税の減収に伴うもので、２，７００万円、率にして４．６％増の

６億１，０００万円を見込んでおります。 

また、村債では、国の地方財政計画に基づき、交付税の不足を補填する措置として発

行できる臨時財政対策債を前年同額の７，９００万円計上いたしました。 

歳出では、第４次総合計画基本構想に掲げる６つの基本目標について編成しておりま

す。 

第１に、「協働でともに進めるまちづくり」では、自治功労者等の表彰に係る費用と

して１３万８，０００円、各種団体間の事業連携の促進及び充実を図る地域活動団体連

携促進事業に５０万円、自治会活動の活性化を図るコミュニティ振興交付金に２５０万

円、情報公開法に対応するため古文書をデータ化保存する古文書デジタル化事業に９３

万５，０００円、公文書の整理及び保存を行う公文書管理業務委託事業に９２８万３，

０００円、少子高齢化など今後本村が直面する課題について、検討チームを立ち上げ、

要因の把握や対策の検討を行う人口問題検討事業に１２６万円などを計上しておりま

す。 

第２に、「安心して健康に暮らせるまちづくり」では、平成２４年度に策定いたしま

した「日本一の健康な村づくり構想」を具現化するための日本一健康なむらづくりプロ

ジェクトに７３９万９，０００円、また少子化対策の妊産婦検診事業に２９５万円、運

転免許を自主返納した高齢者の生活を支援する高齢者運転免許自主返納者生活支援事

業に９６万円等を計上しております。 

第３に、「子どもを産み育てやすいまちづくり」では、従来、小学生まで無料化して

おりました医療費を中学生まで拡充するこども医療費助成事業に１，５７８万３，００

０円、小学校の特別支援教育支援員及び事務補助員の配置に係る経費といたしまして２

３４万８，０００円、食育を推進する元気とふれあいの学校給食づくり事業に５０万円、

学童保育室の環境を改善する学童保育室改修事業に８９万３，０００円等を計上してお

ります。 

第４に、「安全に暮らせるまちづくり」では、消防の広域化により新たに設立しまし

た富山県東部消防組合に係る経費に１，１５３万３，０００円、災害時等に迅速に情報

を発信するためのエリアメール一括配信システム導入事業に２０万８，０００円、舟橋
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駅周辺及び京坪川河川公園周辺の犯罪を防止する防犯カメラの運用経費に１５７万円、

災害時の一次避難所である地区公民館の耐震化を促進する地区公民館耐震診断・耐震改

修補助金に７５万円、地域防災力の向上を図る自主防災組織資機材整備事業交付金に３

０万円、外灯・交通安全施設事業に１５０万円等を計上しております。 

第５に、「自然と共生した快適なまちづくり」では、空き家対策及び木造住宅の改修

促進を図る住宅相談窓口設置事業に２５万２，０００円、木造住宅耐震改修支援事業に

６０万円及びセカンドライフ住宅取得支援事業補助金に１００万円、地域の除雪ボラン

ティア活動を支援する地区除雪活動支援事業に１３３万円、幹線村道の改良及び消雪施

設の更新及び新設等の社会資本整備総合交付金事業に１，３５４万１，０００円、舟橋

会館のボイラーの更新工事費に３３６万円、施設が快適に使用できるよう京坪川河川公

園及びテニスコート補修事業に２７０万６，０００円等を計上しております。 

第６に、「活力あふれるまちづくり」では、転作作物としてそばの作付けを推進する

舟橋産そば振興事業に１９万円、中古汎用コンバイン購入費に１５０万円、小規模な共

同経営体を育成する共同経営体育成支援事業に１２０万円、農業体質強化基盤整備促進

事業補助金に２００万円等を計上しております。また、２カ年目となります村史編纂事

業には８８１万２，０００円を計上しております。 

次に、特別会計予算について申し上げます。 

土地取得事業特別会計は、前年度と同額の３２万４，０００円であります。財源には

前年度繰越金を充当しております。 

国民健康保険事業特別会計は、歳出で被保険者の医療費にかかる保険給付費に１億４，

１３０万５，０００円、後期高齢者医療支援金に２，１４６万２，０００円、高額医療

費に対応するための共同事業拠出金に２，４７７万７，０００円を計上しております。 

歳入では、国民健康保険税３，４３３万３，０００円、保険者間の医療費負担の不均

衡を是正する前期高齢者交付金２，７５２万６，０００円、療養給付費国庫負担金５，

４８１万６，０００円等を計上しております。 

宅地造成事業特別会計は、前年度と同額の２０万４，０００円であります。財源には

前年度繰越金を充当しております。 

簡易水道事業特別会計は、安定した飲料水を供給するため、簡易水道維持費に９３９

万円及び簡易水道事業債の償還に係る費用３，５２０万７，０００円を計上しておりま

す。財源は、簡易水道使用料４，７００万円、一般会計繰入金７１１万８，０００円を
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充当しております。 

後期高齢者医療事業特別会計は、歳出で後期高齢者医療広域連合納付金に４，２９４

万７，０００円を計上しております。歳入の財源は、後期高齢者医療保険料１，６２１

万６，０００円、一般会計繰入金２，８２０万６，０００円を充当しております。 

議案第８号 平成２４年度舟橋村一般会計補正予算（第７号）につきましては、既定

の予算に７，５１０万２，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１６億８，６４１万８，

０００円とするものであります。今回の補正の主なものは、国の緊急経済対策により平

成２５年度から前倒しして実施する舟橋小学校空調改修事業に２，０３２万８，０００

円、社会資本整備総合交付金事業に５，６８０万円、団体営かんがい排水事業に８６０

万円、団体営農道事業に１，７４０万円等を計上しております。その財源は、国県支出

金で５，５２３万円、村債で４，５３０万円等を充当しております。また、事業費の精

査等により新たに２，０００万円余の剰余金が確保されましたので、財政調整基金に２，

０００万円を積み立てるものであります。 

議案第９号 平成２４年度舟橋村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

きましては、既定の予算に５９１万４，０００円を追加し、歳入歳出の総額を２億６，

００６万９，０００円とするものであります。今回の補正は事業費の精査に伴い保険給

付費等を増額するもので、その財源は、全額、国庫支出金を充当するものであります。 

議案第１０号 平成２４年度舟橋村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）につき

ましては、既定の予算に５，１２０万９，０００円を追加し、歳入歳出の総額を１億５，

８２９万３，０００円とするものであります。今回の補正は、国の緊急経済対策により

２５年度から前倒しして実施する中央監視盤の更新に係る事業費を増額するもので、そ

の財源は、国庫支出金１，２４９万５，０００円、繰越金１８１万４，０００円、村債

３，６９０万円を充当するものであります。 

議案第１１号 平成２４年度舟橋村後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、既定の予算に３９６万５，０００円を追加し、歳入歳出の総額を４，

７６５万７，０００円とするものであります。今回の補正は、事業費の精査に伴い、後

期高齢者医療広域連合負担金を増額するものであります。 

議案第１２号 舟橋村こども医療費助成に関する条例制定の件につきましては、中学

生の医療費の無料化に伴い、所要の規定を整備するものであります。 

議案第１３号 舟橋村簡易水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等
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に関する条例制定の件、議案第１４号 舟橋村道路法に基づく案内標識等の寸法を定め

る条例制定の件、議案第１５号 舟橋村道路法に基づく村道の構造の技術的基準等を定

める条例制定の件、議案第１６号 舟橋村高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に

関する法律に基づく移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条

例制定の件、議案第１７号 舟橋村都市公園法に基づく都市公園及び公園施設の設置基

準を定める条例制定の件、議案第１８号 舟橋村高齢者、障害者等の移動等の円滑化の

促進に関する法律に基づく移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する

基準を定める条例制定の件につきましては、「地域の自主性及び自立性を高めるための

改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律」、いわゆる地域主権改革第２次

一括法の施行に伴い、関係法令が改正されましたので、それぞれ所要の規定の整備を行

い、制定するものであります。 

議案第１９号 舟橋村新型インフルエンザ等対策本部設置条例制定の件につきまし

ては、「新型インフルエンザ等対策特別措置法」が施行されたことに伴い、法に則して

制定するものであります。 

議案第２０号 富山県東部消防組合の設立に伴う関係条例の整理に関する条例制定

の件につきましては、富山県東部消防組合設立に伴い関係条例の整備を行うものであり

ます。 

議案第２１号 舟橋村土地保有税審議会条例廃止の件につきましては、地方税法の改

正に伴い、当該審議会が廃止となりましたので、当該条例を廃止するものであります。 

議案第２２号 舟橋村各種委員会委員等の報酬及び費用弁償に関する条例一部改正

の件につきましては、特別職等報酬審議会の答申に基づき、所要の改正を行うものであ

ります。 

議案第２３号 舟橋村の職員の給与に関する条例一部改正の件につきましては、富山

県人事委員会勧告に準拠し、職員の自宅に係る住居手当を廃止するため所要の改正を行

うものであります。 

議案第２４号 舟橋会館条例一部改正の件につきましては、トレーニングルームを廃

止し、研修室として使用するため所要の改正を行うものであります。 

議案第２５号 舟橋村障害程度区分審査会の委員の定数等を定める条例一部改正の

件につきましては、平成２５年４月１日から「障害者自立支援法」が「障害者の日常生

活及び社会生活を総合的に支援するための法律」に改正されますので、所要の整備を行
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うものであります。 

議案第２６号 村道の路線認定の件につきましては、道路法第８条第２項の規定によ

り、村道竹内保育所線の認定をお願いするものであります。 

議案第２７号 舟橋村監査委員会委員選任の件につきましては、野村厚壽委員が平成

２５年４月３０日をもって任期満了になります。新たに、吉川良二氏にお願いいたした

いので、地方自治法第１９６条第１項の規定に基づき、議会の同意を求めるものであり

ます。 

議案第２８号 富山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び

規約の変更の件及び議案第２９号 富山県町村公平委員会を組織する地方公共団体の

数の増加及び規約の変更の件につきましては、平成２５年４月１日より、新たに、富山

県東部消防組合及び新川地域消防組合が加入することから、規約を変更するものであり

ます。 

以上、提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重審議の上、適切な議決を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（竹島貴行君） 提案理由の説明が終わりました。 

 

散 会 の 宣 告 

○議長（竹島貴行君） 以上をもって本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれにて散会します。 

 

午前 ９時４０分 散会 


